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学校教育目標  

「郷土を愛し 確かな学力と豊かな心を持ち たくましく生きる生徒の育成」 
 
桜前線の北上とともに、いよいよこの宮浦中を囲む桜もつぼみを膨らませ、暖かな春の訪れを待ち望ん

でいるように思えます。本日は今年度最後の授業日でした。今年度５月からは、コロナ禍以降の新たな学

校生活を創り上げてきました。６月運動会、10 月文化祭。クラスで切磋琢磨した合唱披露、全学年と美術

部の作品展示、吹奏楽部の演奏、恒例となりつつある生徒会企画の宮中に関するクイズ、修学旅行等、生

徒は自分たちの持つ力を十分に発揮してくれました。そして、今日、いよいよ修了式を迎えました。 

この１年間を通して、生徒は一回りも二回りも成長してきました。新年度によいスタートをきれるよう、

春休みにしっかりと準備をしてください。１学年上へと進級する自覚をもち、４月からの学校生活がさら

に充実したものとなるよう大いに期待しています。１年間を通して、保護者・地域の皆様からは、たくさ

んご支援をいただきました。今後も宮浦中学校の教育活動にご理解・ご協力をお願いいたします。 
 

第４２回 卒業証書授与式 
 ３月７日（木）、第４２回卒業証書授与式が厳粛な雰囲

気の中で挙行されました。参列者は卒業生・保護者・教

職員とし、在校生が心を込めて準備してくれた会場で、

一人一人がしっかりと前を向いて卒業証書を受け取り、

母校を巣立っていきました。卒業生は挨拶や部活動等、

代々受け継がれてきた校風を大切にしつつ、行事等でポストコロナ禍の新

たな１ページを加え、後輩たちに道を示してくれました。卒業生の皆さん

がそれぞれ選択した進路を、自信をもって進んでいってほしいと思います。 
 

■ 学校長祝辞（抜粋） 
 皆さんはこれから、社会へ向けてさらに一歩踏み出していきます。その社会は、グローバル化や人工知能・AI

などの技術革新が今以上に急速に進み、予測困難であり、変化の激しい社会と言われています。単に、与えられた
情報を処理するだけでなく、自らが課題を見つけ、自ら判断して行動し、新たな価値を創造していく力が必要と
なります。それは、皆さんが未来社会を切り拓くための「生きる力」です。宮浦中学校で培った「生きる力」を礎
に、次のステージ、そしてその先の人生へとつなげ、それぞれの思い描く「幸せ」を実現してください。そうかそ
の際、他の人のものではない、他の人と比べるものではない、「自分の幸せのものさし」を用いて、自らの目標・
目的を設定してください。そして、その実現に向け、失敗を恐れず果敢に挑戦し、自らの明日を切り拓いていける
人材へと成長していくことを願っております。 
 

■ 送辞（抜粋） 在校生代表 宗條 太翔  
これから、先輩方は、自分の選択した道を歩いていく中で多くの壁に出会うと思います。

そんなときは、今年度の生徒会スローガン「迷うより突き進め～It’s a piece of cake～」を
思い出してみてください。３年生の皆さんには、壁をぶち破る力があります。迷わず突き
進んで、自分の道を歩き続けてください。今日まで、本当にありがとうございました。 
 

■ 答辞（抜粋） 卒業生代表 濵田 彩衣  
いつも隣で笑顔にしてくれたのは友達でした。そばにいるのが当たり前だと思っていた友達が、どれだけ大切

な存在であったか、今、別れを目の前にしてようやく気付きました。私たちはこれからもずっと友達です。 

この場にはいませんが、在校生の皆さん、今までありがとうございました。先輩として至らない部分もたくさん
あったかもしれません。それでも私たちを支えてくれたことに、とても感謝しています。 

 家族のみんなへ。今まで、素直になれなくて理不尽にぶつかったり、わがままになったりして、ごめんなさい。
この３年間、どんなときも一番近くで見守ってくれたのは、まぎれもなく家族でした。楽しいこと、悲しいこと、
何でも共有できる家族。15 年間、たくさん迷惑をかけてきたけど、ずっとそばで寄り添ってくれた家族。そんな
かけがえのない存在に、今だからこそ伝えたい。「ありがとう。」これからもたくさん頼ることになりますが、どう
か温かい目で見守ってください。 

 

卒業証書授与式に向けて ～在校生の心を込めた準備～ 
 式前日の予行には１・２年生も参加し、全校生徒がそろった中で卒業証書授与式のリハーサルを行い

ました。式当日に１・２年生は休校としており「在校生送辞」「卒業生答辞」を聴くことができません。

そこで予行の中で、在校生代表・卒業生代表ともに、在校生は卒業生に向けて、卒業生は在校生に向け

て、本番とは少し異なるオリジナルの送辞・答辞を交わしました。互いの思いが感じられる式予行とな

りました。 

 また、式本番に向けて、在校生が会場や校舎内の準備や清

掃を行いました。教室では黒板にチョークで絵を描いたり、

装飾をしたりしてくれました。在校生は式当日に参加しませ

んでしたが、その分心を込めて、隅々まで丁寧に掃除や準備

をしてくれました。丁寧な準備をありがとうございました。 

 

離退任式 ～先生方、ありがとうございました～ 
 先日、新聞等でも報道されましたよう

に、この度の人事異動により、１名が退

任、７名が宮浦中学校を離任します。先

生方にはこれまで宮浦中学校のために

ご尽力いただきました。深く感謝すると

ともに、今後それぞれ新たに立たれる場

所においても、元気にご活躍されますこ

とを祈念いたします。本日行いました離

任式・退任式にお越しくださった保護者

の皆様、またこれまで教育活動を支えて

くださった保護者・地域の皆様、本当に

ありがとうございました。 

 

４月の主な行事予定 
８日 
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(木) 

(金) 

(土) 

(月) 

(火) 

(水) 

(木) 

(金) 

就任式、始業式、入学式準備 

第 4３回入学式、部休 

給食開始、２年休み明けテスト、３年実力テスト 

クラス写真（２～４校時） 

身体計測、部活動見学、学校運営協議会 

聴力検査（１年）、体験入部、PTA 本部役員会 

歯科検診（３年）、体験入部 

内科検診（１年）、部休、一斉委員会 

全国学力・学習状況調査（３年国数）、体験入部 

内科検診（２年）、部活動編成会議（１年生も入部し、活動開始） 

授業参観、PTA 総会、学年懇談会 

4/20(土)の振替休業日 

学力定着調査（～4/24）、学習環境調査（～4/25） 

二者懇談会（希望者） 

二者懇談会（希望者）、口腔検査（１年） 

二者懇談会（希望者）、PTA 合同委員会・本部役員会 

 

高  潔 

＜退 任＞ 

 教諭 出原  晋（数学科） 

＜離 任＞ 

 教頭 坂本 光基      三原市立第五中学校へ 

教諭 松岡 雅子（ＳＳＲ） 三原市立久井中学校へ 

教諭 岩崎 文香（音楽科） 三原市立第二中学校へ 

教諭 明知 孝憲（社会科） 尾道市立向島中学校へ 

教諭 松本 輝一（理 科） 尾道市立因北中学校へ 

教諭 清水 裕子（英語科） 三原市立幸崎中学校へ 

主事 藤原 美砂（事 務） 三原市立田野浦小学校

へ 

※予定は変更する場合があります。 


